
５　主な見直し事業一覧

【歳出】

1 養豚研究体制推進事業

農業技術課

2

農業技術課

3 漁業指導事業

園芸畜産課

4

農地整備課

地下かんがいシステム導入
促進事業

（別紙４）

農政部

事　業　名 内　　容　及　び　金　額　（千円）

事 業 内 容

長野県産豚肉のブランド力向上を目的とし、生産量を増加
させるための新たな飼養技術等の開発や、ブランド基準を
策定するための肉質の調査を畜産試験場で行っていま
す。

事 業 内 容

契約取引を志向する農業者及び団体等の掘り起こしや実
需者ニーズの把握、農業者と実需者のマッチング等を行う
とともに、契約取引につながるまでの技術指導等を行って
います。

見直し内容・理由

農業者を指導する上で必要な知識等の向上や食品事業
者との情報交換会等を複数年にわたり行ったことにより、一
定程度の効果が見込めましたので、今後は通常の普及業
務へと移行します。

中山間地域農業新需要創
出事業

Ｒ 5 予 算 額 740 Ｒ6見直し見込額 740

見直し内容・理由

飼養技術が開発され、ブランドに関係する肉質の基準の策
定が令和５年度中に完了することから、今後はブランド基
準の適用を図るために開発した飼養技術の普及を進めて
いくこととし、本事業は廃止します。

Ｒ 5 予 算 額 21,200 Ｒ6見直し見込額 21,200

事 業 内 容
内水面漁場管理委員会の運営等を行い、円滑な漁業調
整と漁場の利用促進を図っています。

見直し内容・理由
10年に１度の漁業権免許の切替が終了したことから、委員
会の開催回数を見直し、開催に係る経費を縮減します。

Ｒ 5 予 算 額 3,454 Ｒ6見直し見込額 1,641

事 業 内 容
地下水位制御システム「FOEAS」の現地実証ほ場を設置
し、有効性や課題の検証、見学会等を通した導入促進を
図っています。

見直し内容・理由

地下水位制御システム「FOEAS」の現地モデルほ場の設
置が完了したため、今後は現地実証実験の実施や市町
村、農業関連団体等を対象とした展示見学会開催による
普及促進へ移行します。

Ｒ 5 予 算 額 2,180 Ｒ6見直し見込額 1,867



事　業　名 内　　容　及　び　金　額　（千円）

5 就農サポート事業
(農業の未来の担い手支援
クリエイティブ共創事業)

農村振興課

事 業 内 容

新規就農を一層推進するため、既存の枠組みにとらわれ
ない新たな支援策の検討を目的に女性農業者や若手農
家、農大生などで構成するコンソーシアムを開催していま
す。

見直し内容・理由

上記コンソーシアムにおける検討結果を受け、農業のイ
メージアップ、親元就農者の事業継承の円滑化や経営発
展をトータルで支援するため、農業の魅力発信強化事業
等の中で実施することとし、本事業は廃止します。

Ｒ 5 予 算 額 500 Ｒ6見直し見込額 500


